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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
墓
石
店
1
0
0

選
の
菊
池
で
す
。
秋
も
気
づ
け
ば
晩

秋
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
冬
の
足
音
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
が
、
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
度
も
優
良
な
墓
石
店
の
方
に
お

会
い
す
る
た
め
、
愛
知
県
岡
崎
に
行
 

っ
て
き
ま
し
た
。
岡
崎
は
香
川
（
庵
治

石
）、
茨
城
（
真
壁
石
）
と
並
ぶ
日
本
の

花
崗
岩
三
大
産
地
で
す
。
そ
こ
で
、
今

回
で
2
2
回
目
を
迎
え
る
「
岡
崎
ス

ト
ー
ン
フ
ェ
ア
」〈
主
催
＝
岡
崎
石
製

品
協
同
組
合
連
合
会
/
1
0
月
1
9

日
（
土
）
・
2
0
日
（
日
）
〉
へ
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
フ
ェ

ア
で
は
、
岡
崎
の
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
和
灯
篭
、
彫
刻
品
を
は
じ
め
、
墓
石
、

庭
物
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
石
あ
か
り
、

石
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
製
品
な
ど

出
展
数
は
約
2
0
0
0
点
に
も
及
び

ま
す
。
岡
崎
産
地
以
外
か
ら
も
多
数

出
展
し
、
石
材
を
取
り
巻
く
最
新
の

機
器
や
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
体
感
で

き
る
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
来

場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
趣
向
が
随
時

に
見
ら
れ
ま
し
た
。
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編集後記 
記：中村 裕貴 

最近、中村個人でブログを始めました。ズバリ、テーマは『供養を考えている人のための”お墓を建てましょう”ブログ』
です。特に関東では納骨堂や樹木葬、最近は宇宙葬(！)というように、供養のかたちも多岐に渡り、また需要として大

きく伸びていますね。しかしそのような時代背景の中でも、日本古来から続く先祖供養のかたちとしてのお墓のことを、
供養を考えている方に１人でも多く知っていただきたいと思い、ブログ開設に取り掛かりました。選択肢が広がること
は良いことですが、お墓のことを考えないという選択肢は作ってはいけないと感じています。 

▲宮城県・塩竈市を拠点にご対

応可能。震災を乗り越え、強固な

耐震施工をご提案。 

【
大
震
災
で
も
倒
れ
な
い
、
耐

震
施
工
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
】
 

今
月
ご
紹
介
す
る
の
は
、
創
業
1
1
9
年

の
実
績
を
持
ち
、
宮
城
県
塩
竃
市
に
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
志
賀
石
材
店
の
志
賀

巧
基
（
こ
う
き
）
様
で
す
。
 

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
耐
震
施
工
の
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
志
賀
石
材
店
で
は
、
す
べ
て
の
お

墓
に
耐
震
工
事
が
標
準
装
備
さ
れ
、
震
度

6

度
強
の
地
震
で
倒
れ
た
際
に
は
、
全
額

保
証
を
す
る
な
ど
、
絶
対
の
自
信
を
お
持

ち
で
す
。
震
災
以
降
は
年
に
2
～
3
回
、

自
社
新
聞
を
発
行
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

産
墓
石
で
の
実
績
も
多
い
こ
と
か
ら
、
宮

城
県
内
で
国
産
墓
石
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
ご
相
談
頂
く
こ
と
も
多
く
、
も

ち
ろ
ん
、
宮
城
県
を
代
表
す
る
「
伊
達
冠

石
」
で
も
ご
対
応
は
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
最
後
に
志
賀
様
の
理
念
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

『
人
は
石
を
研
磨
し
て
い
く
こ
と
で
、
新

し
い
生
命
の
ぬ
く
も
り
を
灯
す
造
景
を

創
り
だ
し
、
そ
こ
に
永
遠
の
時
を
感
じ
、

慈
し
み
の
心
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
志
賀

石
材
店
で
は
こ
の
よ
う
な
心
を
大
切
に
、

長
く
愛
着
を
も
っ
て
お
参
り
出
来
る
お

墓
を
建
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
提
案

し
て
お
り
ま
す
。
』
 

 ▲【岡崎の産地職人による石割り実演】 
普段は目の前で見る事の出来ない職人の技をま
のあたりに。大人も子供も食い入るように石が割
れる瞬間を見届けました。 

 
 

岡崎ストーンフェア2013に行って来ました！ 

▲小便小僧 
ものすごい勢いです。なんと、30mも放水します！ 
日本TVにて放送されました！<2013年7月11日・ビック
リしちゃった新記録にて紹介。〉 
（施工：（有）坂口石材工芸／茨城県） 
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【
出
展
し
て
い
る
岡
崎
の
職
人
の

方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
 

（
菊
）
産
地
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
柄
、
や
っ

ぱ
り
国
産
石
材
が
で
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。

か
？
（
職
）
多
少
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
、
で
も
岡
崎
の
石
ば
か
り
で
な
く
、
福

島
・
愛
媛
も
出
ま
す
。
全
体
的
に
、
最
近
は

国
産
石
材
が
伸
び
て
い
ま
す
よ
。
（
菊
）
国
産

の
中
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
石
種
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
職
）「
大
入
石
」
っ
て
石

が
あ
っ
て
、
岡
崎
の
中
目
。
価
格
も
そ
こ
ま

で
に
高
く
な
い
、
地
元
の
石
だ
ね
。
（
菊
）
お

客
様
の
墓
石
購
入
価
格
は
平
均
す
る
と
、
ど

の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
（
職
）
愛
知
県
は

安
い
か
ら
ね
。
そ
れ
こ
そ
「
大
入
石
」
だ
っ
た

ら
平
均
1
0
0
万
も
か
か
り
ま
せ
ん
よ
。

（
菊
）
岡
崎
は
和
型
の
お
墓
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
ね
。
（
職
）
愛
知
県
は
ま
だ
古
き
良

き
も
の
を
重
ん
じ
る
意
識
が
根
強
い
街
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
洋
型
を
好
ま
れ
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
一
番
は
「
尊
ぶ
」
「
畏
敬

の
念
」
と
い
う
意
識
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
家
紋
の
入
っ
て
い

る
洋
墓
と
入
っ
て
い
な
い
も
の
と
は
、
違
う

認
識
で
す
ね
。
同
じ
洋
墓
で
も
全
く
違
う
も

の
に
な
り
ま
す
。
厳
か
な
雰
囲
気
が
な
い
と

ね
。
（
菊
）
な
る
ほ
ど
。
（
職
）
岡
崎
は
産
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
職
人
を
育
成
学

校
も
あ
り
、
全
国
の
職
人
志
望
者
が
岡
崎
に

修
行
に
来
ま
す
。
ま
た
、
全
国
大
会
、
世
界
大

会
を
目
指
す
者
に
は
国
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。
（
菊
）
ど
う
も
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
岡
崎
は
年
長
者
が
若
者

へ
と
伝
統
技
術
を
継
承
す
る
、
活
気
あ
ふ
れ

る
街
で
す
ね
。
 

   
 
 
中
国
石
材
の
原
価
も
上
が
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
国
産
製
品
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
て
い
ま
す
。
 

【
岡
崎
な
ら
で
は
の
手
加
工
品
】
 

岡
崎
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
の
最
大
の
見
所
と
い
え

ば
、
何
と
い
っ
て
も
各
店
に
並
ぶ
多
彩
な
国
産
石

製
品
の
数
々
で
す
。
こ
れ
だ
け
豊
富
な
種
類
の
手

加
工
製
品
が
並
ぶ
の
は
職
人
の
街
、
岡
崎
な
ら
で

は
の
特
徴
で
す
。
各
石
材
店
な
ら
で
は
の
強
み
や

趣
向
を
活
か
し
た
製
品
は
非
常
に
興
味
深
い
も

の
で
す
。
一
般
の
方
に
と
っ
て
も
、
業
者
の
方
に

と
っ
て
も
、
世
界
に
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
逸
品

に
出
会
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
ね
。
 

画像3 

画像１ 

画像2 

▲石の「珍百影」岡崎市観光協会賞 
このように自然に2種類の石材が一つ
塊として採掘されることは非常に珍しい
とのこと。墓石には使えないのでオブ
ジェを作成。球体部分はモーターで動く
仕掛けになっています。 
（施工：（有）谷中石材／岡崎氏） 
 
 

次は皆さんの町へ！！ 
今後の100選の旅スケジュール 

中村：11/1・2  茨城県笠間市に行ってきます！ 


